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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅲ－１－(３)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 2,000 2,000 目標値 100.0 100.0

 ( R2 ～ ) 実績値 2,257 － 実績値 － －

 [回] 達成率 112.9% － [％] 達成率 － －

 目標値 400 400

実績値 0 －

[人] 達成率 0.0% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

171,754 170,139 実績値

170,180 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 35,000 40,000 40,000 目標値 87.5 88.0 88.5

 ( H25 ～ ) 実績値 40,943 36,026 － 実績値 83.9 － －

 [件] 達成率 117.0% 90.1% － [％] 達成率 95.9% － －

 目標値 50 50 50

実績値 51 43 －

[件] 達成率 102.0% 86.0% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 3 3 2

170,682 184,673 実績値 2 2 －

165,965 － [回] 達成率 66.7% 66.7% －

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 10,000 10,000 14,000 目標値 30.0 30.0 30.0

 ( H28 ～ ) 実績値 13,855 19,945 － 実績値 30.0 33.0 －

 [件] 達成率 138.6% 199.5% － [％] 達成率 100.0% 110.0% －

 目標値

実績値

達成率

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

61,001 91,003 実績値

56,944 － 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

いじめ・不登校等防止推進事業 ①地域児童生徒支援コー
　ディネーターの配置
　　　　　　　　 169,366
②学校問題対応スキルアッ
　プ研修会の開催等
  　               1,225

教育相談コーディネー
ターへの支援・助言の実
施回数

小中新規不登校出
現率の全国比

－学校安全・安心支援課

　不登校の未然防止や児童生徒への支援の充
実を図るため、市町村のアクションプランを
踏まえ、拠点校に地域児童生徒支援コーディ
ネーターを配置する。

学校問題スキルアップ研
修会参加人数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　地域児童生徒支援コーディネーターが各学校の不登校対策等
について、助言・援助を行ったことで、教育相談体制の充実が
図られ、効果的な支援につながった。
　令和２年度学校問題スキルアップ研修会については、新型コ
ロナウイルスの影響により、実施できなかった。成果指標の令
和２年度実績値は、令和３年１０月頃に確定する見込み。

区分 令和元年度

予算

決算

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

いじめ・不登校等解決支援事業 ①スクールカウンセラーの
　配置
  　             164,375
②スクールロイヤーの活用
　　　　　　　　 　2,796
③いじめ対策連絡協議会の
　開催
    　                80

スクールカウンセラー相
談件数

小学校いじめ解消
率

Ｂ学校安全・安心支援課

　児童生徒や保護者の悩み等に対応するた
め、専門的な知識・経験を有するスクールカ
ウンセラーを小・中・高等学校・特別支援学
校に配置する。

スクールロイヤー相談件
数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　早期認知、早期対応が重要であるいじめに関し、県の認知率
は全国３位と、県の進める積極的認知が定着してきた。また、
解消率も８３．９％と、全国平均（８３．２％）より高くなっ
ている。引き続き、スクールカウンセラーの活用等、組織的な
対応の徹底により、いじめ解消率の向上に努める。成果指標の
令和２年度実績値は、令和３年１０月頃に確定見込みであり、
令和元年度実績値を用いて評価している。

区分 令和元年度 いじめ対策連絡協議会実
施回数

予算 137,314

決算 133,836 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

スクールソーシャルワーカー活用不登校等対策事業 ①スクールソーシャルワー
　カーの配置
  　              61,001

スクールソーシャルワー
カー対応件数

支援により問題（課
題）が解決または好
転した割合 Ａ学校安全・安心支援課

　貧困など家庭環境に起因する不登校等の未
然防止、解決に向け、早期に社会福祉事務所
等の関係機関につなぐ体制の充実・強化を図
るため、社会福祉士などの資格を有するス
クールソーシャルワーカーを配置する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　スクールソーシャルワーカーに指導・助言を行うスーパーバ
イザーの配置や、不登校児童生徒が多い学校に週４日の重点配
置を行うことで、相談体制の充実を図った。令和３年度はス
クールソーシャルワーカーを市町村で１２名、県立学校で３名
増員し、相談体制の更なる充実を進める。令和元年度

予算 39,651

決算 36,346 
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅲ－１－(３)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 200 200 目標値 42.0 44.0

 ( R2 ～ R4 ) 実績値 191 － 実績値 － －

 [件] 達成率 95.5% － [％] 達成率 － －

 目標値 720 720

実績値 1,119 －

[人] 達成率 155.4% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 30 60

23,322 28,186 実績値 50 －

21,733 － [人] 達成率 166.7% －

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 60 80 80 目標値 80.0 80.0 80.0

 ( R1 ～ R3 ) 実績値 48 65 － 実績値 89.0 97.1 －

 [人] 達成率 80.0% 81.3% － [％] 達成率 111.3% 121.4% －

 目標値

実績値

達成率

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

2,819 2,809 実績値

1,458 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 78 78 78 目標値 95.1 95.1 95.1

 ( H21 ～ ) 実績値 78 78 － 実績値 95.1 95.1 －

 [棟] 達成率 100.0% 100.0% － [％] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 31 31 31

実績値 43 17 －

[園] 達成率 138.7% 54.8% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

3,852 69,655 実績値

2,878 － 達成率

耐震化実施済棟数 私立幼稚園施設の
耐震化率

Ａこども未来課

　昭和56年6月1日以前の旧耐震基準で建築さ
れた幼稚園舎、屋内運動場、寄宿舎の耐震化
の促進と、幼稚園等の教育環境の充実を図る
ため、遊具等環境整備を行う学校法人等に対
し、費用の一部を補助する。

遊具等環境整備施設数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　私立幼稚園の耐震化を促進するとともに、遊具等環境整備に
対し、補助を行った。
　引き続き、私立幼稚園の耐震化の促進と、教育環境の充実を
図る。
※施設側（補助対象者）の予算の関係等による実施設計段階で
あり、目標値、実績値ともに増加なし。
※遊具等環境整備については、文部科学省の予算状況により、
採択されない園が多数あった。

区分 令和元年度

予算 6,741

決算 6,741 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

6

私立幼稚園施設耐震化促進事業 ①遊具等環境整備を実施す
　る私立幼稚園への補助
　　　　　　　 　　3,852

　子どもたちの思いや目標、保護者の願いを事前に聞き取り、
支援するためのアセスメントシートを作成するとともに、メン
タルフレンドとの共同活動によって、目標達成に向けて意欲的
にプログラムへ参加することができ、子どもたちにプラスの心
の変容が表れた。
　今後は、不登校児童生徒一人ひとりの状況に合わせた個別の
自然体験プログラムや支援計画を作成し、不登校児童生徒支援
のさらなる充実を図る。

区分 令和元年度

予算 2,310

決算 2,202 

①不登校からの脱却を目指
　すチャレンジキャンプの
　実施
                   2,819

チャレンジキャンプへの
参加者数

心の変容がプラス
に表れた参加者の
割合 Ａ社会教育課

　不登校児童生徒の自己肯定感やコミュニ
ケーション能力、学習意欲を高めるため、青
少年の家を活用した自然体験活動プログラム
を開発する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

5

青少年教育施設を活用した不登校対策事業

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

不登校児童生徒教育支援事業 ①教育相談アドバイザーの
　配置
　　　　　　　　　13,410
②ＩＣＴを活用した家庭学
　習支援の実施
　　　　　　　　　 6,144
③補充学習教室の実施
                　 3,419

アウトリーチ型訪問支援
件数

長期不登校者のう
ち学校外で相談や
指導を受けた割合 －学校安全・安心支援課

　学校以外の場における教育機会の確保な
ど、不登校が長期化している児童生徒に対す
る支援の充実を図るため、県教育支援セン
ター「ポランの広場」の機能を強化する。

補充学習教室参加生徒数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　教育相談アドバイザーによるアウトリーチ型訪問相談や、県
内６箇所の補充学習教室、ＩＣＴ家庭学習支援システムによる
家庭学習環境の整備を行い、不登校児童生徒の相談支援や学習
機会の充実を図った。令和３年度はＩＣＴ家庭学習支援システ
ムの対象人数を拡充することにより、更なる充実に向けた取組
を進める。成果指標の令和２年度実績値は、令和３年１０月頃
に確定する見込み。

区分 令和元年度 ＩＣＴを活用した学習支
援を受けた人数

予算

決算
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅲ－１－(３)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 12 12 12 目標値 60 60 60

 ( H28 ～ ) 実績値 12 12 － 実績値 0 0 －

 [回] 達成率 100.0% 100.0% － [分] 達成率 200.0% 200.0% －

 目標値

実績値

達成率

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

45,873 44,618 実績値

45,872 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 100.0 100.0 100.0 目標値 261 294 330

 ( H24 ～ ) 実績値 94.0 94.1 － 実績値 317 295 －

 [％] 達成率 94.0% 94.1% － [校] 達成率 121.5% 100.3% －

 目標値 61 61 61

実績値 61 61 －

[校] 達成率 100.0% 100.0% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

6,968 8,353 実績値

4,898 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 600 600 目標値 40.0 65.0

 ( R1 ～ R2 ) 実績値 586 794 実績値 79.7 67.1

 [人] 達成率 97.7% 132.3% [％] 達成率 199.3% 103.2%

 目標値

実績値

達成率

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

4,304 実績値

3,755 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

8

学校防災教育推進事業 ①実践的な防災教育の推進
　　　　　　　　 　3,223
②防災教育コーディネー
　ターの養成
    　             2,014

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

9

県立高校自転車通学生ヘルメット着用推進事業 ①自転車通学生のヘルメッ
　ト着用モニターの募集
                 　4,304

校務用情報ネットワーク
システムにおける運用保
守報告回数

事前に予定してい
ないシステムの障
害発生時間 Ａ教育財務課

　サイバー攻撃から特定個人情報を守るた
め、県立学校において情報セキュリティ対策
を行う。 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　ネットワーク分離により、セキュリティ事故は発生していな
い。また、システム障害の発生もなく、適正に運用されてお
り、県立学校の情報セキュリティは確保されている。今後も出
入口対策の継続実施を行うとともに、次期システム更新に向け
たコスト削減策の検討を行う。区分 令和元年度

予算 43,504

決算 42,821 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

7

県立学校情報セキュリティ対策高度化事業 ①仮想化システム機器の
　サービス提供
    　            27,701
②校務用ネットワーク出入
　口対策
  　              15,584
③校務情報用ネットワーク
　の運用保守
　                 2,588

公開研究発表会へ参加し
たモデル地域内の学校の
割合

地域安全マップを
作成した公立小中
学校数 Ａ学校安全・安心支援課

　災害の脅威から身を守り、地域で共に助け
合うことができる資質・能力を児童生徒が身
に付けられるよう、より実践的な防災教育や
避難訓練の実施、マイタイムラインや安全
マップの作成等の防災学習を行う。

防災教育コーディネー
ターが配置されている県
立学校数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　県立学校２校を防災教育モデル校、竹田市を防災教育モデル
地域とし、児童生徒の主体的体験的な防災学習を系統的に行う
取組が進められた。他の学校でも活用出来るよう、各校の指導
案等をＨＰで公開した。
　令和３年度は津久見高校と竹田支援学校をモデル校、豊後高
田市をモデル地域とし、地震津波及び水害土砂災害に対する防
災学習を実施する。

区分 令和元年度

予算 3,039

決算 2,676 

モニター人数 ヘルメットを着用して
よいと考える高校生の
割合（モニター実施
校）

Ａ学校安全・安心支援課

　自転車通学生の頭部損傷による死亡事故等
を防止するため、ヘルメット着用に係るアン
ケート調査や普及啓発を行うとともに、モニ
ターとなる高校生に対してヘルメット購入費
を助成する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　令和元年度からの自転車ヘルメット着用モニターの取組によ
り、令和２年度は目標値を大きく上回るモニター数となり、令
和３年度からの県立学校自転車通学生ヘルメット着用義務化に
向けた気運醸成につながった。当初の目的を達成したことから
当該事業は終了する。
　ヘルメット着用義務化後も各学校と連携し、生徒の交通安全
意識向上を図っていく。

区分 令和元年度

予算 3,268

決算 2,892 
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅲ－１－(３)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 350 370 370 目標値 500 500 500

 ( H22 ～ ) 実績値 330 118 － 実績値 509 505 －

 [件] 達成率 94.3% 31.9% － [人] 達成率 101.8% 101.0% －

 目標値 33 33 33

実績値 32 33 －

[校] 達成率 97.0% 100.0% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

11,659 22,076 実績値

10,187 － 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

10

安全・安心な学校部活動支援事業 ①学校管理自動車等の運行
　委託に係る補助
　　　　　　　　　 9,083
②学校管理自動車安全運転
　講習会の開催
                   2,576

補助金申請件数 学校管理自動車等
安全運転講習会受
講者数 Ａ体育保健課

　県立学校の部活動に係る生徒輸送の安全性
を確保するため、学校管理自動車安全運行協
議会が行う学校管理自動車等の運行委託を助
成するとともに、安全運転講習会を開催す
る。

学校管理自動車等安全運
行協議会を設置した県立
学校数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　安全運転講習会による安全意識の高まりや、補助事業の活用
に伴う教職員・保護者等の負担軽減により、県立高校の部活動
に係る生徒輸送の安全性の向上が図られた。
　新型コロナウイルスの影響により、部活動での生徒輸送が
減ったことから、補助金申請件数が低下した。
　令和３年度からは、補助の距離要件を片道３０ｋｍから２０
ｋｍに拡大、対象車両にジャンボタクシーを加える等、補助事
業の使いやすさの向上を図る。

区分 令和元年度

予算 16,803

決算 13,135 
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